
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

き
ょ
う
は
こ
ん
な
日
、

行
楽
地
は
下
に
掲
載

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

２月 日（日）

旧暦１月 日

（仏滅）小潮

月齢 21.3

月出 23：47

月入 9：59

日出 6：47

日入 17：37

(中央区大手前)

満潮 10：46

〃 23：44

干潮 4：28

〃 17：41

（大阪港標準）

大
阪

高
槻

岸
和
田

各
項
目
は
４
段
階
で
表
示
。
項
目
は
季
節
で
変
わ
り
ま
す

神 戸

最高

最低

降水

13
7
⓪

京 都

最高

最低

降水

12
6
⓪

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

６ ９
時

数字(上)最高気温
(下)最低気温

丸囲みは降水確率
白ヌキは ％以上
は正午の風向き

矢印なしは無風

大 阪

日
(月)

14
7
70

日
(火)

11
3
㉚

日
(水)

7
1
㉚

日
(木)

8
0
⑳

日
(金)

10
1
⑳

岸和田

日
(月)

13
6
70

日
(火)

10
2
㉚

日
(水)

6
0
㉚

日
(木)

7
-1
⑳

日
(金)

9
0
⑳

大阪 13
7⓪

16
5㉚

高槻 13
6⓪

16
3㉚

岸和田 125⓪
15
4㉚

薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷

本
を
読
ん
だ
感
想
を
絵
で
表
現
す

る
第

回
大
阪
府
青
少
年
読
書
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
(
府
学
校
図
書
館
協

議
会

毎
日
新
聞
社
主
催
)
の
入
賞
作

品
が
決
ま
っ
た

小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
計
１
万
８
１
６
４
点
の
応
募
作

品
か
ら
優
秀
賞

点

優
良
賞

点

が
選
ば
れ
た

優
秀
賞
は
第

回
読

書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
(
全
国

学
校
図
書
館
協
議
会

毎
日
新
聞
社

な
ど
主
催
)
の
審
査
に
送
ら
れ
た

表

彰
式
は

日

大
阪
市
都
島
区
の
大

阪
私
学
会
館
で
あ
る

【
緒
方
智
雄
】

箕面市立箕面小２年の奥村幸来さんの作品「元気な土居くん」

（本は「タヌキの土居くん」）

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

◆
優
秀
賞
◆

〈
小
学
校
低
学
年
〉
玉
野
恭
士
（
岸

和
田
・
東
光
１
）
谷
口
万
季
（
城
星
学

園
３
）
金
志
優
（
帝
塚
山
学
院
２
）
奥

村
幸
来
（
箕
面
・
箕
面
２
）
〈
同
高
学

年
〉
高
尾
陽
向
（
堺
・
久
世
６
）
桑
島

志
歩
（
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
学
院
５
）
川

端
龍
亮
（
守
口
・
守
口
５
）
澤
山
彩
羽

（
同
・
錦
４
）
〈
中
学
校
〉
高
野
結
也

（
岸
和
田
・
土
生
３
）
岡
野
萌
結
（
大

阪
女
学
院
２
）
小
田
あ
お
い
（
守
口
・

庭
窪
１
）
石
水
雪
菜
（
東
大
阪
・
英
田

２
）
〈
高
校
〉
南
部
悠
己
（
工
芸
１
）

西
木
さ
ふ
ら
（
同
１
）
角
地
結
来
（
同

２
）
中
本
桜
葉
（
大
谷
１
）

◆
優
良
賞
◆

〈
小
学
校
低
学
年
〉
田
渕
未
織
（
守

口
・
八
雲
東
２
）
山
口
風
花
（
同
・
梶

１
）
小
石
瑛
斗
（
同
・
さ
つ
き
学
園
３
）

西
岡
紗
希
（
和
泉
・
緑
ケ
丘
２
）
山
本

瑛
汰
（
岸
和
田
・
山
直
北
１
）
桑
島
愛

佳
（
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
学
院
２
）
門
阪

泉
顕
（
河
内
長
野
・
美
加
の
台
３
）
山

本
和
奏
（
帝
塚
山
学
院
２
）
〈
同
高
学

年
〉
佐
野
十
桜
子
（
守
口
・
よ
つ
ば
６
）

両
満
貞
埜
（
同
・
さ
つ
き
学
園
５
）
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ａ
‖
ア
ビ
ド

ワ

ロ
ー
ラ
（
同
・
庭
窪
４
）
辻
天
弥

（
河
内
長
野
・
天
見
６
）
繁
田
実
歩
（
同

・
三
日
市
６
）
岡
座
悠
真
（
茨
木
・
沢

池
４
）
中
村
秀
平
（
関
西
創
価
５
）
平

野
美
由
紀
（
同
６
）
〈
中
学
校
〉
田
中

心
久
（
守
口
・
庭
窪
２
）
長
谷
川
悠
（
同

１
）
塩
崎
優
月
（
堺
・
美
木
多
２
）
山

田
涼
葉
（
同
・
浜
寺
南
２
）
住
川
美
彩

輝
（
同
・
上
野
芝
２
）
米
田
菜
摘
（
守

口
・
八
雲
１
）
三
宅
美
穂
子
（
大
阪
女

学
院
３
）
〈
高
校
〉
村
上
慶
多
（
大
商

大
２
）
小
山
り
み
（
同
２
）
飯
森
絵
美

（
堺
西
２
）
矢
野
愛
佳
（
工
芸
１
）
奥

村
今
美
（
同
１
）
美
谷
島
桜
都
（
枚
方

３
）
井
上
伽
羅
（
同
３
）
亀
井
彩
羽
（
清

明
学
院
２
）

府読書感想画コン入賞決まる

優
秀

点
、優
良

点

紙
面
編
集

北
山
久
美
子

薬薬薫

薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

（再陽性者を含む）

1934人

2794162人

薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薫

薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

府内の新型コロナウイルス感染者数
（ 日､厚生労働省発表）

▽新規

▽累計

ラッキー植松さん展覧会
～ 日・阿倍野初日と最終日似顔絵制作も

大
阪
市
東
住
吉
区
の
漫

画
家
、
ラ
ッ
キ
ー
植
松
さ

ん
(

)
が
描
い
て
い
る
毎

日
新
聞
の
休
刊
日
告
知
チ

ラ
シ
の
イ
ラ
ス
ト
展
が

〜

日
、
同
市
阿
倍
野
区

美
章
園
３
の
喫
茶
店
「
ギ

ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
＆
雑
貨

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
で
開
か

れ
る
。
初
日
と
最
終
日
に

は
ラ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
店
内

に
い
て
、
希
望
す
る
来
店

客
の
似
顔
絵
を
そ
の
場
で

描
く
。

ラ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
１
９

９
７
年
か
ら

毎
日
新
聞

に
折
り
込
ま
れ
る
休
刊
日

告
知
用
チ
ラ
シ
の
イ
ラ
ス

ト
を
手
が
け
て
い
る

ひ

な
祭
り

花
見

も
み
じ
狩

り
な
ど
季
節
折
々
の
催
し

を
楽
し
む
一
家
４
人
と
飼

い
猫
の
イ
ラ
ス
ト
を
柔
ら

か
な
タ
ッ
チ
で
表
現
し
て

い
る

今
回
は
２
０
１
９

年
以
降
に
描
い
た
中
か
ら

約

点
を
選
び

Ｂ
５
判

の
原
画
を
店
内
に
飾
る

ラ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
「
お

い
し
い
飲
み
物
や
ス
イ
ー

ツ
、
お
食
事
と
一
緒
に
イ

ラ
ス
ト
を
楽
し
み
、
ほ
っ

こ
り
し
た
気
分
を
味
わ
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

て
い
る
。

各
日
午
前

時
〜
午
後

５
時
。
似
顔
絵
は
１
人
２

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

は
同
店
(

・
６
６
２
２
・

１
１
１
７
)

【
堀
文
彦
】

休
刊
日
告
知
イ
ラ
ス
ト
で
お
な
じ
み

休
刊
日
告
知
チ
ラ
シ
の
イ
ラ
ス
ト
（
左
）
と
似
顔
絵
の
見
本
を
手
に
す
る

ラ
ッ
キ
ー
植
松
さ
ん
‖
大
阪
市
東
住
吉
区
で

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

■
橋
上
・
河
内
長
野
市

議
が
辞
職

河
内
長
野
市

議
会
は

日
、
橋
上
和
美

市
議
(

)
‖
２
期
目
‖
が

辞
職
願
を
提
出
し
、
議
長

が
許
可
し
た
と
発
表
し

た
。
市
議
会
事
務
局
に
よ

る
と
、
理
由
は
「
一
身
上

の
都
合
」
と
し
て
い
る
と

い
う
。

懲
戒
処
分
警
官

15
人
増
の
18
人

22
年
・
府
警

府
警
が
２
０
２
２
年
に

懲
戒
処
分
に
し
た
警
察
官

は

人
で
、
前
年
か
ら

人
増
え
た
こ
と
が
、
毎
日

新
聞
の
情
報
公
開
請
求
で

判
明
し
た
。
懲
戒
処
分
の

内
訳
は
、
免
職
２
人
▽
停

職
２
人
▽
減
給
９
人
▽
戒

告
５
人
｜
｜
。
訓
戒
・
注

意
処
分
は
１
８
２
人
（
前

年
比

人
増
）
だ
っ
た
。

未
公
表
の
懲
戒
処
分

は
、
府
警
本
部
の
女
性
更

衣
室
を
盗
撮
し
よ
う
と
し

た
鑑
識
課
の
男
性
警
部
補

(

)
や
、
店
舗
で
女
性
客

の
体
を
触
る
な
ど
し
た
関

西
空
港
署
の
男
性
巡
査
部

長
(

)
ら
５
人
。
い
ず
れ

も
減
給
だ
っ
た
。

留
置
管
理
業
務
を
巡
っ

て
は
、
本
部
留
置
管
理
課

の

代
女
性
巡
査
が
約
１

年
間
、
留
置
場
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
込
ん
で

い
た
ほ
か
、
警
察
署
の

代
男
性
警
部
補
が
面
会
室

で
居
眠
り
し
、
面
会
者
が

面
会
相
手
の
写
真
を
撮
っ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ネ
ッ
ト
交
流

サ
ー
ビ
ス
）
に
投
稿
し
て

い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
【
三
上
健
太
郎
】

那
覇
で
酒
気
帯
び

歳
陸
士
長
停
職

陸
自
信
太
山
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐

屯
地（
和
泉
市
）は

日
、

那
覇
市
で
酒
気
帯
び
運
転

を
し
た
と
し
て
、
第

普

通
科
連
隊
の
男
性
陸
士
長

(

)
を
停
職
４
カ
月
の
懲

戒
処
分
と
し
た
。

駐
屯
地
に
よ
る
と
、
陸

士
長
は
休
暇
中
だ
っ
た
２

０
２
２
年
８
月

日
午
前

４
時
ご
ろ
、
同
僚
隊
員
が

酔
い
潰
れ
て
い
た
た
め
運

ぼ
う
と
し
酒
気
帯
び
で
レ

ン
タ
カ
ー
を
運
転
。
ふ
ら

つ
い
て
い
る
車
に
気
づ
い

た
警
察
官
に
職
務
質
問
さ

れ
、現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
。

呼
気
か
ら
は
基
準
値
の
約

２
倍
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
検

出
さ
れ
た
と
い
う
。

酒
気
帯
び
運
転
を
知
り

な
が
ら
同
乗
し
た
男
性
陸

士
長
(

)
も
停
職

日
の

懲
戒
処
分
と
し
た
。

【
榊
原
愛
実
】

武
力
攻
撃
想
定
し

避
難
手
順
を
訓
練

府
な
ど

府
な
ど
は

日
、
他
国

か
ら
武
力
攻
撃
さ
れ
る
恐

れ
が
高
ま
っ
た
と
の
想
定

で
、
国
民
保
護
法
に
基
づ

く
図
上
・
実
動
訓
練
を
実

施
し
た
。
被
害
が
予
測
さ

れ
る
地
域
の
住
民
を
京
都

府
や
兵
庫
県
に
避
難
さ
せ

る
手
順
を
確
認
。
入
院
患

者
や
福
祉
施
設
入
所
者
対

応
の
課
題
を
重
点
的
に
検

討
し
た
。

午
前

時
過
ぎ
、
他
国

に
よ
る
武
力
攻
撃
の
可
能

性
が
あ
る
「
武
力
攻
撃
予

測
事
態
」
を
認
定
し
た

と
、
国
が
府
に
伝
達
。
ミ

サ
イ
ル
な
ど
に
よ
り
関
西

空
港
と
阪
南
港
が
被
害
を

受
け
る
事
態
に
備
え
、

吉
村
洋
文
知
事
が
周
辺

住
民
の
府
外
避
難
を
指
示

し
た
。

一
般
市
民
は
鉄
道
、
要

介
護
者
は
バ
ス
や
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
で
輸
送
す
る
。
２

週
間
程
度
の
避
難
生
活
を

想
定
し
た
物
資
調
達
や
人

員
配
置
に
つ
い
て
、
関
係

自
治
体
と
リ
モ
ー
ト
で
協

議
し
た
。

午
後
に
は
泉
佐
野
、
岸

和
田
両
市
で
、
避
難
を
拒

む
住
民
を
説
得
し
た
り
、

福
祉
施
設
入
所
者
を
車
に

乗
せ
た
り
す
る
訓
練
を
実

施
し
た
。
吉
村
知
事
は
記

者
団
に
「
万
一
の
場
合
に

速
や
か
に
避
難
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
」と
語
っ
た
。

府
、義
援
金
を
募
集
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震

府は 日、６日にトルコ南部で発
生した大地震を受けた義援金の募集
を始めた。府庁の本館（大阪市中央
区）、別館（同）、咲洲庁舎（住之
江区）のいずれも１階に募金箱を設
置している。
口座振り込みも受け付けている。

口座名は「トルコ南部地震大阪府義
援金」。りそな銀行大阪公務部（普
通）1832248へ。りそななど一部銀
行からは、平日午前８時 分～午後
６時に振り込めば手数料が無料とな
る。
問い合わせは府防災企画課（ ・

6944・6294）。府ホームページでも
詳細を紹介している。【石川将来】

佐
川
急
便
と
遺
族

地
裁
で
調
停
成
立

業
務
請
負
男
性
死
亡

２
０
０
９
年
に
佐
川
急

便
（
本
社
・
京
都
市
）
か

ら
配
送
業
務
を
請
け
負
っ

て
い
た
大
阪
市
の
男
性

（
当
時

歳
）
が
死
亡
し

た
の
は
長
時
間
労
働
が
原

因
だ
と
し
て
、
遺
族
が
同

社
に
約
４
４
０
０
万
円
の

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟

は
、
大
阪
地
裁
で
調
停
が

成
立
し
た
。１
月

日
付
。

原
告
、
被
告
双
方
と
も
に

内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
、
佐
川
側
が
解
決

に
応
じ
る
内
容
と
み
ら
れ

る
。
同
社
は
取
材
に
「
コ

メ
ン
ト
で
き
な
い
」
と
し

て
い
る
。

男
性
は
永
田
誠
さ
ん
。

訴
状
に
よ
る
と
、

年
５

月
か
ら
同
社
の
配
送
業
務

を
請
け
負
い
、
大
阪
市
内

を
軽
ワ
ゴ
ン
車
で
回
っ
て

い
た
。

年
９
月
に
脳
内

出
血
を
起
こ
し
て
自
宅
で

死
亡
。
亡
く
な
る
直
前
６

カ
月
の
時
間
外
労
働
は
月

平
均
１
５
１
時
間
で
、
過

労
死
ラ
イ
ン
（
月
平
均

時
間
）を
上
回
っ
て
い
た
。

永
田
さ
ん
は
個
人
事
業

主
と
し
て
同
社
と
業
務
委

託
契
約
を
結
ん
で
い
た

が
、
遺
族
側
は
「
実
質
的

に
は
会
社
の
指
揮
下
に
あ

り
、
佐
川
に
は
安
全
配
慮

義
務
が
あ
っ
た
」と
主
張
。

佐
川
側
は
「
永
田
さ
ん
と

雇
用
契
約
は
な
く
、
安
全

配
慮
義
務
は
負
わ
な
い
」

と
反
論
し
て
い
た
。

【
安
元
久
美
子
、
山
本
康

介
】

和
泉
市
一
般
会
計

731
億
円
で
1.2
％
増

和
泉
市
は

日
、
２
０

２
３
年
度
当
初
予
算
案
を

発
表
し
た
。
一
般
会
計
は

前
年
度
比
１
・
２
％
増
の

７
３
１
億
円
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど

が
要
因
で
過
去
最
大
の
規

模
と
な
っ
た
。

歳
入
は
市
税
が
納
税
者

の
増
加
や
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
に
よ
る
法
人
税
増

を
見
込
み
同
２
・
３
％
増

の
２
４
２
億
２
３
８
５
万

円
。
市
債
は

・
５
％
減

の

億
５
１
８
０
万
円
。

主
な
事
業
は
、

年
開

校
予
定
の
義
務
教
育
学
校

（
小
中
一
貫
校
）
の
新
校

舎
整
備
に

億
７
８
０
８

万
円
、
池
上
曽
根
史
跡
公

園
に
新
し
い
広
場
な
ど
を

整
備
す
る
事
業
に
２
億
５

７
８
１
万
円
な
ど
。

【
榊
原
愛
実
】

胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝胝

★
第

回
東
淀
川
区
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

３
月

日
(
日
）
、
淀
川
右
岸

河
川
公
園
の
豊
里
大
橋
付

近
。
男
子
５
㌔

時
半
▽

女
子
５
㌔

時
半
▽
３
㌔

時
半
▽
１
㌔

時
ス
タ

ー
ト
。
各
１
時
間
前
に
受

け
付
け
開
始
。
東
淀
川
区

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
が

条
件
で
定
員
３
０
０
人
。

３
、
５
㌔
は
中
学
生
以
上

で
、
高
校
以
上
の
陸
上
部

在
籍
者
は
オ
ー
プ
ン
参
加

と
な
る
。
１
㌔
は
年
齢
制

限
な
し
。
事
前
申
し
込
み

は

〜

日
で
一
般
８
０

０
円
、中
学
生
４
０
０
円
。

１
㌔
、
オ
ー
プ
ン
参
加
は

２
０
０
円
。
当
日
申
し
込

み
は
１
０
０
〜
２
０
０
円

増
。
区
体
育
厚
生
協
会
事

務
局
の
石
田
さ
ん
（
０
９

０
・
５
４
６
４
・
８
７
２

８
）
。
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